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１　 なお第１の目標は「集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ，様々な集団活動に自主的，実践的
に取り組み，互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活　上の課題を解決することを通して，次
のとおり資質・能力を育成することを目指す。（１）多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を
行う上で必要となることについて理解し，行動の仕方を身に付けるようにする。（２）集団や自己の生活，
人間関係の課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成を図ったり，意思決定したりすることがで
きるようにする。（３）自主的，実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして，集団や社会におけ
る生活及び人間関係をよりよく形成するとともに，自己（中学校版では「人間として」）の生き方について
の考えを深め，自己実現を図ろうとする態度を養う」（文科省2017b，2017cともに11）。とされる。 
２　後に東京帝国大学の運動会となるイベントである。
３　 運動会の春開催が増えた背景には、２学期制が広まった影響や、秋に行事が重なることの負担軽減、また熱
中症対策等が挙げられる。
４　 なお指導要領解説では「心身の健全な発達や健康の保持増進，事件や事故，災害等の非常時から身を守るこ
となどについてその意義を理解し，必要な行動の仕方などを身に付ける。また，体育的な集団活動の意義を
理解し，規律ある集団行動の仕方などを身に付けるようにする。」「自己の健康や安全についての課題や解決
策について（中学校版は「自己の生活を振り返り，健康，安全，防災，運動や体力の向上に関する課題と解
決策について」）考え，他者と協力して，適切に判断し行動することができるようにする。また，運動する
ことのよさについて考え，集団で協力して取り組むことができるようにする。」「心身の健全な発達や健康の
保持増進に努め，安全に関心をもち，積極的に取り組もうとする態度（中学校版は「生涯にわたって，心身
ともに健康で安全な生活を実践したりしようとする態度」）を養う。また，運動に親しみ，体力の向上に積
極的に取り組もうとする態度を養う。」という３点の資質及び能力の育成が求められている（文科省2017b，
122．2017c，94-95）。
５　 戦時中ならば他者を暴力的に攻撃する能力は評価されるが、現代では罪となる。また野球において先発完投
型が主流の時代では、短いイニングしか投げない現代野球に必須のクローザーやセットアッパーは評価され
ない。つまり能力は時代や環境、世論に左右される。
６　 例えば一番走るのが速くても、より速い転校生が現れたり、中学で他の小学校から速い子が現れたりすれば、
その子どもの自己肯定感は減少する。
７　 朝日新聞が報じるところによると、2016年で10年目となった「現役若手プロ野球選手『セカンド・キャリア』
に関するアンケート」では依然として７割前後の若手プロ野球選手が引退後の生活に不安を持っている（朝
日新聞2017年１月31日）。
８　なお『笹川スポーツ財団HP』にも全く同様のことが書かれている。
９　この反対の例として、SNSの「いいね」獲得による自己承認が挙げられる。

